
　
「
正
徳
四
年
謡
名
寄
」
は
初
代
セ
ン
タ
ー
長
で
あ
っ
た
故
伊
藤
正
義
本
学

名
誉
教
授
の
旧
蔵
本
で
、
伊
藤
正
義
文
庫
と
し
て
現
在
公
開
に
向
け
て
整
理

中
の
一
本
で
あ
る
。
内
容
は
、
謡
の
曲
名
を
列
記
し
、
各
曲
の
舞
台
と
な
る

国
名
を
付
し
た
名
寄
で
、
末
尾
に
は
「
正
徳
四
年
八
月
十
三
日
」
と
い
う
年

期
も
記
す
。
冒
頭
が
破
損
す
る
な
ど
、
そ
の
初
期
の
形
態
は
厳
密
に
は
推
測

で
き
な
い
部
分
も
あ
る
が
、
江
戸
中
期
以
降
広
く
流
布
し
た
国
別
名
寄
（
国

ご
と
に
ま
と
め
た
謡
名
寄
）
の
類
に
先
行
し
、
そ
の
形
成
過
程
を
考
え
る
上

で
参
考
に
な
る
面
が
多
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
に
紹
介
し
た
い
。

　

本
名
寄
は
、
書
状
・
下
書
き
等
の
反
古
紙
裏
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
料
紙

は
紙
高
約
三
一
セ
ン
チ
、
幅
約
四
五
・
五
セ
ン
チ
程
度
の
楮
紙
で
、
十
四
枚

を
継
い
で
い
る
。
た
だ
し
、
第
一
紙
は
幅
が
約
二
八
セ
ン
チ
で
冒
頭
部
が
破

損
し
て
い
る
（
他
に
も
寸
法
の
違
う
も
の
が
あ
り
、
第
九
紙
と
第
一
〇
紙
は

一
五
セ
ン
チ
程
度
、
第
一
三
紙
が
二
八
セ
ン
チ
程
度
）。
第
一
紙
と
第
二
紙

の
継
目
に
は
第
二
紙
の
文
字
の
一
部
が
は
み
出
す
が
一
致
せ
ず
、
原
形
は
不

明
。
第
二
紙
以
降
は
あ
ら
か
じ
め
紙
を
継
い
で
い
た
ら
し
く
、
文
字
が
二
枚

　
　
　
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
伊
藤
正
義
文
庫
蔵
「
正
徳
四
年
謡
名
寄
」
（
紹
介
と
翻
刻
）大　

山　

範　

子

の
紙
に
わ
た
っ
て
い
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
も
し
こ
の
名
寄
が
内
外
二
百
番

の
曲
名
を
省
略
す
る
つ
も
り
で
書
き
始
め
ら
れ
た
と
す
る
な
ら
、
現
存
第
一

紙
が
巻
紙
の
第
一
紙
で
、
題
記
を
含
む
巻
頭
部
分
は
欠
損
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
か
。

　

本
名
寄
は
、
こ
の
よ
う
な
巻
紙
に
、
一
行
に
四
〜
六
曲
で
計
一
九
五
行
・

総
数
八
四
〇
（
重
複
を
含
む
）
の
曲
名
を
記
し
た
も
の
で
、
そ
の
右
上
に
は

一
部
の
曲
を
除
き
小
字
で
国
名
を
付
し
て
い
る
。
国
名
は
、
曲
名
書
写
時
に

す
べ
て
が
記
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
ら
し
い
。
朱
で
丸
印
や
合
点
が
付
さ
れ

て
お
り
、
一
部
に
は
ミ
セ
ケ
チ
・
墨
滅
、
貼
り
紙
に
よ
る
訂
正
や
、
朱
筆
で

加
筆
さ
れ
た
箇
所
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
加
筆
・
訂
正
も
何
度
か
に
わ
た
っ
て

の
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
類
書
と
同
じ
く
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）

刊
の
『
能
之
訓
蒙
図
彙
』
巻
三
「
謡
目
録
国
付
」
の
流
れ
を
く
む
も
の
と
云

え
よ
う
（
本
セ
ン
タ
ー
紀
要
第
二
号
「
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
蔵　

謡
名

寄
二
種
」
の
解
題
参
照
）。
た
だ
し
、
前
号
で
紹
介
し
た
よ
う
な
国
別
名
寄

類
と
は
趣
を
異
に
し
、
前
掲
「
謡
目
録
国
付
」
に
近
い
形
態
で
あ
る
。
所
収
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曲
を
み
て
い
く
と
、
同
書
よ
り
も
、
同
書
を
参
考
に
し
た
と
さ
れ
る
元
禄
十

年
（
一
六
九
七
）
刊
『
能
之
図
式
』
巻
六
の
「
下
掛
謡
之
目
録　

国
付
」
に

非
常
に
近
い
。
周
知
の
ご
と
く
、『
能
之
図
式
』
は
、
先
行
す
る
『
能
之
訓

蒙
図
彙
』
を
模
し
た
も
の
と
さ
れ
る
が
、
名
寄
の
部
分
に
関
し
て
は
そ
の
形

態
は
共
通
す
る
も
の
の
所
収
曲
は
か
な
り
違
っ
て
い
る
（
注
１
）。

　

本
名
寄
は
、
同
書
が
冒
頭
に
あ
げ
る
内
外
二
百
番
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
欠

く
が
、
そ
れ
以
降
は
、
所
収
曲
の
大
半
が
一
致
、
掲
載
順
序
も
似
通
う
部
分

が
多
い
。
所
収
曲
八
四
〇
番
に
内
外
二
百
番
の
う
ち
未
掲
載
の
一
九
五
曲
を

加
え
る
と
計
一
〇
三
五
番
と
な
り
、
総
数
と
し
て
は
ほ
ぼ
同
程
度
の
曲
数
と

な
る
。
同
書
と
共
通
す
る
曲
目
は
全
八
三
〇
曲
に
上
る
。（
同
書
の
独
自
曲

は
内
外
二
百
番
中
の
一
九
五
＋
二
六
曲
＋
重
複
三
曲
＝
二
二
四
曲
、
本
名
寄

の
独
自
曲
は
四
曲
で
、
重
複
五
曲
（
う
ち
二
曲
は
墨
滅
）
計
九
曲
）

　

本
名
寄
は
、
も
と
も
と
は
謡
曲
名
を
列
記
す
る
こ
と
が
眼
目
で
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
が
、
掲
載
曲
の
順
序
な
ど
に
は
っ
き
り
と
し
た
方
針
が
見
い

だ
せ
る
わ
け
で
は
な
い
。「
〜
小
町
」「
〜
猩
々
」「
〜
曽
我
」「
〜
物
狂
」
な

ど
類
似
の
曲
名
は
ま
と
め
て
記
載
す
る
と
い
う
程
度
の
編
集
意
識
だ
が
、
こ

れ
は
同
書
に
も
共
通
し
て
見
ら
れ
る
要
素
で
あ
る
。
一
方
で
、「
安
犬
」
の

安
の
字
や
、「
両
林
寺
」「
浄
土
寺
閣
」「
二
木
尾
」「
箱
三
」「
花
香
養
」「
裕

子
曽
我
」
な
ど
の
よ
う
に
、『
能
之
図
式
』
の
誤
り
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
例
の
ほ
か
、
両
書
の
み
に
見
ら
れ
る
曲
や
曲
名
表
記
も
多
く
あ

る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
後
掲
の
対
照
表
を
ご
参
照
願
い
た
い
。

　

た
だ
そ
の
一
方
で
、
同
書
に
掲
載
し
な
い
曲
や
空
欄
（
国
不
明
）
と
し
て

い
る
曲
に
国
名
を
付
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
ら
に
関
し
て
は
、
番
外

の
謡
本
を
参
照
し
た
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、朱
で
施
さ
れ
た
○
印
は
、

曲
名
だ
け
で
は
な
く
、実
際
に
謡
本
の
存
在
す
る
曲
ば
か
り
だ
か
ら
で
あ
る
。

さ
ら
に
云
う
な
ら
ば
、
本
名
寄
に
加
筆
・
訂
正
し
た
人
物
（
筆
者
で
あ
ろ
う

が
）
は
、
謡
に
つ
い
て
あ
る
程
度
知
識
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、

記
載
さ
れ
た
曲
名
の
う
ち
、
能
の
完
曲
で
は
な
く
一
部
で
あ
る
ク
セ
だ
け
の

曲
（「
曲
斗
り
」）
や
、
狂
言
方
に
伝
わ
る
謡
を
も
注
を
付
し
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。

　

加
筆
・
訂
正
に
関
し
て
は
、
さ
ら
に
詳
細
に
名
寄
類
と
比
較
す
る
こ
と
で
、

位
置
づ
け
が
よ
り
明
確
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
こ
の
名
寄
の
素
性
を
明
ら
か
に
す
る
一
助
と
な
る
料
紙
表
面
に

つ
い
て
、
ひ
と
こ
と
触
れ
て
お
こ
う
。
内
容
は
文
書
や
書
類
の
下
書
き
、
商

品
（
小
皿
・
水
引
・
染
物
）
の
包
装
紙
な
ど
だ
が
、
第
六
紙
表
に
「
丹
波
国

多
喜
郡
寺
内
圓
光
寺
」、
第
一
三
紙
表
の
文
書
の
下
書
に
「
拙
僧
」、
第
九
紙

表
に
「
御
年
預
」
な
ど
の
語
が
散
見
す
る
こ
と
か
ら
、
出
所
は
寺
社
関
係
と

想
像
さ
れ
る
。
文
書
の
下
書
き
の
う
ち
唯
一
ま
と
ま
っ
た
文
章
の
見
ら
れ
る

第
一
四
紙
は
、
以
下
の
通
り
、
仏
像
を
注
文
を
さ
れ
た
仏
師
の
承
諾
書
で
あ

る
。

（
第
一
四
紙
表
）

　
　
　
　
　
　

注
文

一　

毘
沙
門
天
再
興　

御
長
弐
尺
弐
寸　
　

髪
染
有

        
尊
躰
天
衣
其
外
不
足
之
分
繕
古
躰
之
通
ニ
仕

        
御
錺
天
冠
ふ
き
か
け
ち
た
ち
■
こ
い
め
つ
き
や
す
り
す
か
し

        

御
持
物
鉢
木
ニ
て
仕
■
■

        

岩
座
ハ
古
キ
通
ニ
仕
出
之
不
足
繕
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礼
盤
座
れ
ん
じ　

ほ
り
物
仕
惣
有
て
金
物
打

        
御
光
八
幅
輪
惣
薄
ニ
仕
火
焔
付

    
右
之
入
用
代
銀
三
枚

    　
　
　
　

遊
分
念
入
仕
立
指
上
ケ
可
申
奉
存
候

                                      

以
上

              

六
月
二
日　
　
　
　

大
佛
師

                                  

法
橋
民
部

                                  　
　
　

良
頭

法
菩
提
院
様　

御
用                                                           

  

日
付
に
は
年
は
な
い
が
、
名
寄
の
年
期
が
正
徳
四
年
で
あ
り
、
第
九
紙
裏

に
も
「
正
徳
三
年　

癸
巳
年　

十
月
日
」
と
見
え
る
の
で
、
正
徳
三
年
前
後

と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

　

こ
の
「
大
仏
師
法
橋
民
部
」
は
、
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
生
ま
れ
の
鎌

倉
仏
師
二
十
二
代
目
で
あ
ろ
う
。
彼
は
元
禄
十
一
年
に
絵
師
の
英
一
蝶
（
当

時
の
名
乗
り
は
多
賀
朝
湖
）と
と
も
に
幕
政
を
批
判
し
た
と
し
て
捕
え
ら
れ
、

伊
豆
八
丈
島
に
流
さ
れ
た
。
こ
の
間
の
事
情
は
、
諸
書
が
さ
ま
ざ
ま
に
伝
え

て
お
り
、
む
し
ろ
そ
ち
ら
の
ほ
う
で
知
ら
れ
て
い
る
。
在
島
中
は
釈
迦
如
来

坐
像
な
ど
多
く
の
仏
像
を
作
っ
た
こ
と
で
名
を
残
し
て
い
る
。
宝
永
六
年
に

赦
免
で
江
戸
へ
帰
さ
れ
た
後
は
、
江
戸
城
内
紅
葉
山
御
用
仏
師
と
な
っ
た
人

物
で
あ
り
、
時
期
的
に
は
彼
は
本
土
へ
戻
っ
て
活
動
を
再
開
し
て
い
る
。
こ

の
点
は
さ
ら
に
補
足
調
査
し
た
い
。

（
注
１
）
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
編
『
鴻
山
文
庫
蔵
能
楽
資
料
解
題
』
中

（
一
九
九
八
年
、野
上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
）
の｢

能
之
図
式
」
の
項
、

該
当
部
分
に
関
し
て
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

  

巻
六
の
５
ウ
〜
14
ウ
は
、
冒
頭
に
「
下
掛
謡
之
目
録　

国
付
」
と

題
す
る
謡
曲
の
名
寄
せ
で
、
五
段
11
行
に
計
一
〇
三
五
番
を
列
記
し

〔
＊
引
用
者
注
、
実
際
に
は
一
〇
五
五
番
〕、
国
付
を
下
に
注
記
す
る

の
を
原
則
と
し
て
い
る
が
、
遠
い
曲
が
並
ぶ
後
半
に
は
国
付
を
欠
く

曲
も
多
い
。
首
部
の
二
百
番
は
装
束
付
〔
＊
引
用
者
注
、
同
書
巻
二

〜
巻
六
に
所
収
〕
と
同
じ
く
元
禄
刊
の
下
掛
り
両
謡
本
の
曲
順
の
ま

ま
で
、
続
く
部
分
は
、
最
初
の
部
分
に
貞
享
三
年
刊
の
三
百
番
本
や

元
禄
二
年
刊
の
四
百
番
本
に
含
ま
れ
る
類
の
比
較
的
近
い
曲
が
多
い

も
の
の
、
そ
れ
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
を
明
示
す
る
並
べ
方
は
採
用

さ
れ
て
お
ら
ず
、
依
拠
資
料
の
性
質
や
配
列
の
基
準
が
把
握
し
に
く

い
。
本
書
全
体
と
関
係
の
深
い
『
能
之
訓
蒙
図
彙
』
巻
三
の
「
謡
目

録　

国
付
」（
総
曲
数
一
三
〇
八
番
）
の
影
響
を
受
け
て
い
る
の
は

確
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
含
ま
れ
な
い
曲
も
多
数
収
録
さ
れ
て
い

る
。
正
体
不
明
で
は
あ
る
が
、
一
千
番
を
越
え
る
曲
数
を
並
べ
て
い

る
だ
け
に
、
無
視
し
得
な
い
資
料
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、『
能
之
図
式
』
は
正
徳
五
年
に
『
舞
楽
秘
曲
大
成
』
と
名
を
変
え

て
再
版
さ
れ
て
い
る
。
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【
書
誌
】

古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
伊
藤
正
義
文
庫
蔵
「
正
徳
四
年
謡
名
寄
」
一
巻

装
幀　

反
故
紙
十
四
枚
（
以
上
か
）
を
継
い
で
一
巻
に
仕
立
て
た
も
の
。
冒

頭
は
破
損
。

題
簽
・
内
題
・
目
録　

ナ
シ　
　

奥
付　
「
正
徳
四
年
八
月
十
三
日
書
」　　
　

行
数　

現
存
部
分
で
、
曲
名
一
九
五
行
、
奥
付
一
行
、
計
一
九
六
行

【
翻
刻 

凡
例
】

・
紙
面
の
都
合
で
、
原
本
の
一
行
分
が
翻
刻
で
は
二
行
以
上
に
わ
た
る
た
め
、

行
頭
に
算
用
数
字
で
原
本
の
行
を
示
し
た
。

・
原
本
の
紙
移
り
の
部
分
に
（　

」
第
一
紙
）
の
よ
う
に
記
し
た
。

・
○
と
＼
は
朱
筆
で
付
さ
れ
た
丸
印
と
合
点
を
、「　
　

」
は
墨
滅
、「　
　

」

は
ミ
セ
ケ
チ
部
分
を
示
す
。 

ま
た
加
筆
部
分
は
網
が
け（　
　

）で
示
し
た
。

□
は
難
読
。
ふ
り
か
な
は
す
べ
て
右
側
に
統
一
し
た
。

・
そ
れ
ぞ
れ
の
曲
の
右
上
に
付
さ
れ
た
国
名
は
小
字
に
し
、
国
付
の
な
い
場

合
は
（
ナ
シ
）
の
よ
う
記
し
た
。
な
お
、
原
本
の
「
州
」
の
字
は
す
べ
て
異

体
字
（
刕
）。

【
曲
名
一
覧 

凡
例
】

・「
正
徳
四
年
謡
名
寄
」
の
所
収
曲
を
そ
れ
ぞ
れ
原
本
の
行
数
と
通
し
番
号

を
つ
け
て
読
み
の
五
十
音
順
に
並
べ
替
え
、
元
禄
十
年
刊
『
能
之
図
式
』
巻

六
「
下
掛
謡
之
目
録　

国
付
」
の
所
収
曲
名
（
五
十
音
順
）
と
対
照
さ
せ
た
。

な
お
、
加
筆
・
修
正
後
の
か
た
ち
は
表
中
の
曲
名
欄
の
次
行
に
一
字
下
げ
で

「
↓
○
○
」
の
よ
う
に
記
し
、
そ
の
該
当
曲
名
箇
所
に
は
（　
　

）
付
き
で

曲
名
を
記
し
た
。

・
国
名
の
「
同
」
は
す
べ
て
正
式
な
表
記
に
戻
し
た
。

・
備
考
欄
…
傍
書
は
「　
　

」
で
示
す
。
た
だ
し
、
ふ
り
が
な
は
省
略
。

・『
能
之
図
式
』
欄
…
記
号
は
、
正
徳
四
年
謡
名
寄
の
所
収
曲
に
対
し
て
、

◎
は
曲
名
・
地
名
と
も
同
じ
、
○
は
曲
名
の
み
同
じ
で
国
付
は
異
な
る
こ
と

を
示
す
。
×
は
ナ
シ
。
曲
名
表
記
等
が
異
な
る
場
合
は
、（　
　

）
に
入
れ

て
示
し
、
国
付
の
異
な
る
場
合
は
同
書
の
地
名
を
記
す
。
本
書
独
自
の
所
収

曲
は
曲
名
を
記
し
、
そ
の
部
分
を
網
が
け
（　
　

）
で
示
し
た
。
さ
ら
に
、

内
外
二
百
番
の
う
ち
「
正
徳
四
年
謡
名
寄
」
に
見
え
な
い
一
九
五
曲
名
に
つ

い
て
は
、
曲
名
を
ゴ
シ
ッ
ク
に
し
た
。
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【
翻
刻
】
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
伊
藤
正
義
文
庫
蔵
「
正
徳
四
年
謡
名
寄
」

〔
第
一
紙 
冒
頭
欠
損
〕

001　
□
□
○
烏
帽
子
折　
　
□
□
○
住
吉
詣　
　
紀
州
○
籠
祇
王　
　
□
□
○
鶏

龍
田
□
□
○
松
山
鏡

002　
和
州
○
吉
野　
山
城
○
松
尾　
ア
キ
○
嚴
嶋　
　
相
州
○
江
ノ
嶋　
山
城
○
貴

舩　
豊
（
左
に
「
筑
」）
前
○
箱
崎
物
狂

003　
唐
○
涿タ
ク

漉ロ
ク　

　
出
雲
○
初
雪　
　
山
城
○
菅
丞
相　
　
ス
ル
カ
○
冨
士
山　

奥
州
○
真
（
左
に
朱
で
「
実
」）
方   
山
城
○
内
府

004　
唐
＼
三
蔵
法
師
（
右
に
朱
で
「
大
般
若
か
」）　　
筑
前
＼
一
夜
天
神　
肥

後　

菊
池　
　
摂
州
○
皷
瀧　
　
山
城
○
聟
入
自
然
居
士
（
左
に
「
北
山
」）

005　
山
城　

植
田　
　
同
○
愛
宕
空
也　
　
紀
伊
＼
吹
上　
　
山
城
＼
愛
寿　
　

摂
州
＼
上
人
洗

006　
摂
州
○
太
子　
　
大
和　

上
宮
太
子　
　
ス
ル
カ
○
池
に
へ　
　
唐
○
正
義

世
尊
（
守
）　　
山
城
○
横
山

007　
紀
州
○
玉
津
嶌　
　
相
州
○
春
近
（
右
に
朱
で
「
治
親
共
」）　
山
城
○
碁　

□
□
□
□
（「
丹
波
物
狂
」、
右
に
「
小
倉
御
幸
」）　
紀
州
○
粉
川
寺

008　
山
城
○
花
軍　
　
山
城　

関
原
与
市　
　
筑
前
○
玉
取　
　
唐
○
呂
后　
　

摂
州
○
信
貴
山

009　
泉
州
○
行
家　
　
山
城
○
泰
山
府
君　
　
同
○
陀
羅
尼
落
葉　
　
同
○
岡
崎

010　
相
州
○
清
重　
　
唐
○
伊
陀
天　
　
大
和
○
一
来
法
師　
　
奥
州
○
千
引　

　
ヲ
キ
○
隠
岐
院

011　
和
州
○
葛
城
天
狗　
　
常
州
○
常
陸
帯　
　
奥
州
○
錦
戸　
　
摂
州
○
蛙　

　
近
江
○
鐘
引
（
右
に
「
園
城
寺
」）

012　
唐
○
龍
虎　
　
越
中
○
藤　
　
サ
ヌ
キ
▲
熊
手
判
官　
　
唐　

巴
園　
　
近

江　

三
（
右
に
「
水
」）
尾
山

013　
唐
○
羊　
　
山
城
○
求
塚　
　
ハ
リ
マ　

野
口
判
官　
　
イ
セ
○
大
（
右
に

「
第
」）
六
天　
　
筑
前
○
香
椎

014　
長
門
○
大
木　
　
越
前
○
大ヲ
ロ
チ蛇　

　
唐　

野
干　
　
大
和
＼
柳　
　
シ
ナ
ノ
○

さ
い
川　
　
近
江
○
鳴
不
動                                      　

」
第
一
紙

015　
近
江
＼
比
良　
　
山
城　

斉
藤
五　
　
大
和
○
逆
鉾　
　
下
野
＼
関
戸　
　

山
城
○
満
中　
　
讃
州
○
當
願
暮
頭

016　
山
城
＼
家
持　
　
天
竺
＼
法
花
會　
　
山
城　

吉
水　
　
紀
伊
＼
是
（
左
に

　

朱
で
「
惟
」）
盛　
　
天
竺
○
降
魔　
　
武
州
＼
飛
雁  　
武
州
○
露

017　
日
向
○
濱
川　
　
紀
伊　

瀧
文
学　
　
同
○
濱
な
ら
し
（
左
下
に
「
○
濱

土
産
」）　
山
城　

橘　
　
唐
○
政
徳
西
王
母　
　
相
州
○
虎
送

018　
甲
斐
○
七
面
（
右
下
に
「
身
延
」）　　
同
○
身
延
山　
　
丹
後
○
祝
言
橋

立　
　
天
竺
○
河
水　
　
山
城　

龍
頭
太
夫　
　
唐
○
枕
児
童

019　
同
○
菊
児
童　
　
筑
前
○
綾
皷　
　
大
和
○
吉
野
天
人　
　
長
門
＼
教
経　

　
阿
波
＼
経
盛　
　
大
和
○
白
主

020　
相
州　

安ヤ
ス

犬イ
ヌ

（
＊
「
安
」
は
宀
＋
犬
）　
　
紀
州　

刈
萱　
　
石
見
＼
熊　
　
唐
○

合
浦　
　
山
城
○
恋
重
荷

021　
越
前
○
東
心
坊　
　
尾
州
○
草
薙　
　
山
城
○
空
蝉　
　
肥
前
○
松
浦
鏡　

　
奥
州　

千
人
伐

022　
相
州
＼
和
泉
小
次
郎　
　

□
□
（
木
幡
）　　
伊
勢
○
不
断
桜　
　
奥
州　

廣
基　
　
江
州　

今
生
巴
（
右
に
「
御
臺
」）

023　
肥
前
○
松
浦
梅　
　
阿
波　

桜
間　
　
近
江　

嶋
廻
（
右
に
「
曲
斗
」）　　
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唐
○
佐
国　
　
相
州　

梶
原
座
論
（
右
に
「
座
敷
論
」）

024　
美
濃
＼
児
塚　
　
大
和
○
飛
鳥
川
（
＊
曲
名
誤
記
を
墨
滅
、
右
傍
記
）　
　
同
○
飛
鳥

寺　
　
山
城
＼
鎌
田　
　
同
○
八
幡

025　
山
城
○
狭
（
右
に
朱
で
「
小
」）　　
同
＼
薄
雪　
　
ス
ル
カ
＼
佐
々
木　
　

雲
州
○
御
崎　
　
山
城　

童
堂

026　
相
州
○
駒
（
右
に
「
馬
」）
乞コ
ヒ

佐
々
木　
　
奥
州
＼
長
卿
（
右
に
「
興
」）

寺　
　
出
羽
○
稲
舟　
　
日
向
○
五
筆　
　
近
江
○
悪
源
太

027　
近
江
○
野
寺　
　
和
泉
＼
熊
野
詣　
　

山
城　

仲
算　
　
河
内　

守
屋　
　

唐
○
范
蠡

028　
摂
州　

河
原
太
郎
（
右
下
に
「
高
重
」）　　
勢
州
＼
玉
椿　
　
伊
勢　

鈴
鹿

（
右
下
に
「
巌
洞
」）　　

摂
州
○
為
世
（
右
下
に
「
水
無
瀬
」）　　
丹
波

　

獅
子

029　
唐
○
連
獅
子　
　
武
州
○
武
蔵
野（
右
に
朱
で「
露
共
」、左
下
に
朱
で「
有

所
」）　　
山
城　

長
兵
衛
尉
（
右
に
「
信
連
」）　　
尾
州
＼
法
界
寺

030　
山
城
○
墨
染
桜　
　
尾
州
＼
笠
寺　
　
同
○
反
魂
香
（
右
に
朱
で
「
ハ
ゝ

ソ
ノ
モ
リ
ト
モ
」）　　
山
城　

鷺　
　

同　

笛
巻
（
右
に
「
橋
弁
慶
前
」）

031　
奥
州
○
宮
城
野　
　
サ
ツ
マ　

石
（
右
に
「
岩
」）
瀬　
　
唐
○
馬
融　
　

奥
州
○
千
手
寺　
　
伊
豆
○
真
田

032　
山
城　

花
盗
人（
右
に「
保
昌
」）　　
尾
州
＼
園
田　
　
山
州
＼
□
沙
汰（
貼

紙
訂
正
「
時
雨
」）　　
ハ
リ
マ
＼
素
拝
桜　
　
山
城　

小
林　
（
＊
「
丹
後

○
真
名
井
原
」
挿
入
、
次
行
末
尾
の
右
横
）

」
第
二
紙

033　
摂
州
＼
○
山
本
小
町
（
左
に
「
曲
斗
」）　　
大
和
＼
高
安
小
町　
　
山
城　

清
水
小
町　
　
同　

雲
林
院
小
町

034　
山
城
＼
市
原
小
町　
　
ス
ル
カ
＼
冨
士
見
小
町　
　
山
城
＼
夢
見
小
町　
　

摂
州
＼
玉
津
嶋
小
町

035　
相
州　

切
兼
曽
我　
　
同 

ス
ル
カ
○
伏
木
曽
我　
　
相
州
＼
花
見
曽
我　
　

同
＼
櫃
切
曽
我

036　
同
＼
鬚
切
曽
我　
　
同
＼
文
削
曽
我　
　
同
＼
裕
子
曽
我　
　
同
＼
幽
ヨ火

曽
我

037　
同
＼
和
田
酒
盛　
　
伊
豆
＼
十
番
切　
　
加
賀
○
敷
地
物
狂　
　
サ
ツ
マ
○

鞠
物
狂
（
右
に
「
鞠
ト
斗
ト
モ
」）

038   

近
江
○
笛
物
狂　
　
紀
伊
＼
枕
物
狂　
　
信
州　

更
科
物
狂　
　
遠
江　

由

良
物
狂

039　
山
城　

相
坂
物
狂
（
右
に
朱
で
「
東
国
下
」）　　
同
○
小
（
右
に
「
北
」）

野
物
狂　
　
同
＼
山
科
物
狂　
　
同
＼
鬼
物
狂

040　
和
州
＼
吉
野
物
狂　
　
同
＼
龍
田
物
狂　
　
摂
州
○
松
浦
物
狂　
　
隠
岐
△

隠
岐
物
狂
▽
（
右
に
「
前
ニ
有
」）

041　
（
ナ
シ
）
＼
西
行
物
狂　
　
（
ナ
シ
）
＼
き
の
物
狂　
　

紀
州
＼
禿
物
狂　
　

（
ナ
シ
）
＼
学
文
字
物
狂

042　
筑
紫　

博
多
物
狂
（
右
に
「
曲
舞
斗
り
」）　　
筑
前
○
箱
崎
物
狂　
　
伊
勢

＼
樒シ
キ
ミ物
狂　
　
（
ナ
シ
）
＼
丹
波
物
狂

043　
周
防
○
室
住　
　
山
城　

宗
貞　
　
唐
○
＼
太タ

世ゼ

（
左
に
「
施
」）
太
子　

　
大
和
＼
妹
背
山　
　
同
＼
岩
橋

044　
山
城
○
総
角　
　
大
和
○
三
輪
小ヲ
ダ
マ
キ

手
巻
（
右
に
「
○
豊
後
小
手
巻
モ
有
」）

　
　
備
後
○
西
寂　
　
山
城
＼
岩
神　
　
摂
州　

津
の
梅
（
右
下
に
「
○
鶯

共
」）

045　
陸
奥
○
鶴
君
（
右
に
「
若
」）　　
肥
後
＼
つ
る
へ　
　
山
城
○
小
倉
御
幸　

　
大
和  

笠
卒
都
婆　
　
摂
津
○
西
宮
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046　
ス
ル
カ
＼
祐
経　
　
唐　

猩
々
後　
　
同　

二
人
猩
　々
　
同　

寄
合
猩
々

　
　
同　

海
中
猩
々

047　
同　

岩
尾
猩
　々
　

玉
津
嶋　
　
同　

三
人
猩
　々
　
同　

三
河
猩
　々

　
同　

一
番
猩
々

048　
同　

九
番
猩
　々
　
同　

七
人
猩
　々
　
同　

九
本
猩
　々
　
同　

大
原

猩
々

049　
同　

紅
猩
　々
　
同　

つ
ほ
ね
り
猩
　々
　

同　

駒
形
猩
々
（
右
に
「
三

河
同
事
」）　　
同　

泰
坪
猩
々
（
右
に
「
寄
合
同
事
」）

050　
日
向　

松
竹　
　
山
城
○
横
笛　
　
　
（
ナ
シ
）
侍
従
重
衡　
　
大
和　

吉
野

詣

051　
紀
州　

高
野
詣　
　
ス
ル
カ　

冨
士
詣　
　
大
和　

小
塩
詣　
　
常
陸　

小

栗　
　

□
□　
相
州　

箱
根
詣　
　

052　
下
野　

母
衣　
　
山
城　

守　
　
摂
津　

玉
津
嶋
龍
神　
　
肥
前　

亀
浦
嶋

龍
神　
　

053　
丹
後　

龍
神
浦
嶋　
　
加
賀　

安
宅
龍
神
（
＊
下
書
墨
滅
、
貼
紙
訂
正
）　
　
山
城

　

御
法　
　
大
和　

吉
野
琴                                   

」
第
三
紙

054　
唐　

現
在
長
良　
　
山
城
○
現
在
経
政
（
右
に
朱
で
「
御
室
経
政
共
」）　

　
美
濃　

現
在
熊
坂
（
ミ
セ
ケ
チ
朱
、
右
に
「
○
烏
帽
子
折
」）　　
山
城
○

現
在
頼
政
（
右
に
「
ぬ
え
」）

055　
山
城　

現
在
忠
度　
　
加
賀　

現
在
実
盛　
　
山
城　

現
在
菅
丞
相　
　
サ

ヌ
キ　

現
在
海
人

056　
ス
ル
カ　

六
代　
　
大
和　

奈
良
六
代　
　
同　

初
瀬
六
代　
　
山
城　

菴

六
代

057　
山
州　

一
枚
起
請
（
右
に
「
兼
實
」）（
＊
曲
名
誤
記
を
墨
滅
、
貼
紙
訂
正
）　
　
越
後

　

礒
田　
　
奥
州　

信
夫　
　
越
後　

身
賣　
　
大
和　

吉
野
三
位

058　
摂
津　

奈
須
与
市　
　
越
前　

延
年
奈
須　
　
出
雲
○
神
有（
右
に
朱
で「
在

ト
モ
」）
月　
　
山
城　

神
無
月　
　
日
向　

旧
杵

059　
奥
州　

あ
こ
や
の
松
（
＊
曲
名
誤
記
を
墨
滅
、
貼
紙
で
訂
正
）　
　
山
城　

夢ユ
メ
ノ一
字　

　
（
ナ
シ
）
道
家
心　
　
大
和　

児
塚　
　
山
城　

融
通
鞍
馬

060　
山
城
○
樒
天
狗
（
右
に
「
塚
」）　　
大
和　

吉
野
天
狗　
　
但
馬　

大
山
天

狗　
　
摂
津　

有
馬
天
狗

061　
（
ナ
シ
）
一
夜
天
狗　
　
大
和　

天
狗
倒
シ　
　
武
蔵　

亀
井　
　
大
和　

鬼

女
谷
行

062　
尾
州
○
内ウ
ツ
ミ海　

　
加
州　

実
検
実
盛　
　
大
和　

金
剛
山　
　
大
和　

川
蝉

ミ
綱
ナ

063　
尾
州　

八
釼　
　
唐　

武
王　
　
山
城　

阿
弥
陀
ヶ
峯　
　
同　

小
倉
山

064　
紀
州　

鐘
巻
道
成
寺　
　
大
和　

春
日
神
子　
　
筑
前　

袖
湊　
　

□
□
□

□
（
右
下
に
「
紀
州　

奥
院
」）

065　
山
城
○
花
香（
右
に「
孝
」）養　
　
肥
前
○
二
人
神
子（
右
に「
内
海
同
事
」）

　
　
大
和　

吉
野
西
行　
　
摂
津　

花
西
行

066　
天
竺　

法
蔵
比
丘　
　
筑
前　

鳶
窟　
　
山
城　

軒
端
草　
　
同　
山
城　

　

西
行
再
（「
右
に
「
西
」）
住　

067　
但
馬　

温
泉
寺　
　
相
州　

鶴
ヵ
岡　
　
山
城　

月
見　
　
大
和　

空
腹（
右

に
「
忠
信
」）

068　
（
ナ
シ
）
千
手
院　
　
サ
ツ
マ　

鬼
海
カ
嶋
（
＊
下
に
左
行
の
「
硫
黄
ヵ
嶋
」
挿
入
の
指
示
）

　
　
唐　

后
揃
（
＊
下
に
左
行
の
「
美
人
揃
」
を
挿
入
の
指
示
）　
　
摂
州　

長
柄
橋

069　
河
内　

正
□
成　
（
右
に
「
楠
」）　　
サ
ツ
マ　

硫
黄
ヵ
嶋
（
＊
右
行
に
移
動
の

指
示
）　
　
山
城　

美
人
揃
（
＊
右
行
に
移
動
の
指
示
）（
右
に
「
舞
車
」）　　
常
州
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板
敷
山

070　
勢
州　

宮
川　
　
同　

二
見
浦
（
右
に
朱
で
「
第
六
天
」、
右
下
に
「
前

ニ
有
」）　　
山
城　

梅
乙
女　
　
常
州　

木
刀

071　
紀
州　

和
哥
天
神　
　
大
和　

吉
野
天
神　
　
隠
岐　

秦
治ハ
ル

時ト
キ　

　
和
州　

花
櫓
ヤ
ク
ラ

072　
唐　

天
龍
鬼
神　
　
山
城　

帚
木　
　
播
磨　

七
草
（
貼
紙
訂
正
「
明
石

上
」、
右
に
「
○
住
吉
詣
ノ
事
歟
ト
モ
」）　　
サ
ツ
マ　

卒
都
婆
流
シ

073　
紀
州　

高
野
敦
盛　
　
摂
津　

形
見
敦
盛
（
右
に
「
生
田
ア
ツ
モ
リ
歟
」）

　
山
城　

籠
尺
八　
　
相
州　

虎
石                             　

」
第
四
紙

074　
唐　

十
四
経　
　
唐　

脉
論
（
右
に
「
仲
遠
」）　　
唐　

丹
渓　
　
相
州

　

九
穴
玉　
　
肥
前　

近
任

075　
唐　

七
草　
　
武
蔵　

若
草　
　
丹
後　

忘
草　
　
大
和　

若
菜　
　
肥
前

　

玉
嶋

076　
肥
前　

玉
嶋
川　
　
山
城　

玉
川　
　
同　

玉
水　
　
上
総　

玉
（「
磯
」

を
貼
紙
訂
正
）
崎　
　
肥
前　

浦
壁
（
右
に
「
下
部
」）　

077　
唐
○
寒
山
寺
（
右
に
「
豊
干
」）　　
唐　

會
盟　
　
同　

蘇
武　
　
同　

阿
佺
留
王　
　
（
ナ
シ
）
村
山

078　
相
州　

鱗
形　
　
山
城　

瀧
口　
　
摂
津　

九
品　
　
山
城　

革
袴　
　
摂
津

　

武
文

079　
丹
後　

酒
天
童
子
（
右
に
「
幽
ヨ火
」）　　
山
州　

白
狐　
　
相
州　

瀧
ノ
口

　
　
唐　

楊
家　
　
唐　

年
（
右
に
「
王
」）
代
記

080　
日
本　

王
代
記　
　
摂
津　

布
引
瀧　
　
紀
伊　

布
引
松　
　
（
ナ
シ
）
石
井

　
　
大
和　

千
方

081　
国
東　

東
国
下
（
右
に
「
前
ニ
有
」）　　
摂
津　

西
国
下　
　
（
ナ
シ
）
鎌

弁
慶　
　
和
泉　

影
山　
　
筑
前
○
濡
衣

082　
摂
津　

両
（
右
に
「
留
」）
林
寺　
　
唐　

八
景　
　
（
ナ
シ
）
近
江
八
景　

　
（
ナ
シ
）
相
模
八
景　

083　
サ
ヌ
キ　

松
山　
　
出
雲　

伊
呂
波　
　
山
州　

藤
田　
　
同　

御
輿
振　

　
大
和　

和
国

084　
相
州
○
盲
目
沙
汰　
　
同
○
女
沙
汰　
　
山
城　

清
水
沙
汰　
　
同　

祇
園

沙
汰

085　
大
和　

鑪
重
衡　
　
美
濃　

雪
頼
朝　
　
相
州　

頼
朝　
　
山
州　

義
経　

　
江
州
○
義
平
（
右
に
朱
で
「
悪
源
太
ト
モ
」、
左
に
朱
で
「
前
ニ
有
」）

086　
サ
ツ
マ　

為
朝　
　
加
州　

二
千
塚　
　
山
州　

哥
中
山　
　
同
○
木
玉
浮

舟　

087　
長
門　

先
帝　
　
河
内
○
白
太
夫
（
右
に
「
道
明
寺
」）　　
山
城　

良
弁　

　
江
州　

慈
覚

088　
山
城　

仲
算　
　
相
州
○
文
学　
　
伊
豆　

人
形
文
学　
　
紀
州　

文
学
瀧

詣

089　
越
後　

相
羽　
　
（
ナ
シ
）四
季　
　
（
ナ
シ
）玉
虫　
　
播
磨　

書
冩　
　
（
ナ
シ
）

御
衣

090　
摂
州
カ　

鏡
池　
　
江
州　

近
江
高
砂　
　
摂
州　

明
智
討　
　
唐　

孟
宗

　
山
城　

男
山

091　
山
城　

承
久　
　
山
城　

承
久
退
治　
　
近
江　

粟
津
采
女　
　
山
城　

円

通
寺

092　
（
ナ
シ
）
舟
立
合　
　
（
ナ
シ
）
弓
八
立
合　
　
伊
勢　

二
人
浦　
　
山
城　

式

子
内
親
王

」
第
五
紙
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093　
山
城　

周
防
内
侍　
　
同　

一
本
菊　
　
ス
ル
カ　

人
穴　
　
若
狭　

恋
の

松
原

094　
摂
津　

宗
盛　
　
相
州　

北
条　
　
サ
ツ
マ　

嶋
津　
　
山
城　

風
呂
弁
慶

095　
山
城　

籠
景
清　
　
近
江　

相
坂
盲　
　
山
城
○
思
妻　
　
奥
州　

末
の
松

山

096　
摂
津　

神
崎　
　
シ
ナ
ノ
○
諏
訪　
　
イ
セ　

見ミ

渡
リ　
　
相
州　

礒
屋
（
左

に
朱
で
「
礒
の
松
か
」）

097　
（
ナ
シ
）
つ
く
し
落
葉　
　
山
城
○
京
落
葉　
　
同　

京
妻　
　
同　

経
書

堂

098　
相
模　

あ
さ
い
な　
　
（
＊
二
字
分
墨
滅
）和
州
○
橋
姫　
　
山
城　

思（
左
に「
宇

治
」）
橋
姫　
　
摂
津
○
水
汲
（
右
下
に
「
地
主
」）

099　
唐　

巣
父　
　
相
模　

追
掛
朝
比
奈　
　
出
羽　

忠
信
（
右
下
に
「
前
ニ

有
」）　　
陸
奥　

貞
任

100　
同　

衣
川　
　
唐　

千
丈
嶽　
　
（
ナ
シ
）
墨
（
＊
朱
で
「
黒
」
の
下
に
「
土
」
を
加
筆
）

染
川　
　
大
和
○
和
国
（
右
下
に
「
前
ニ
有
」）　　

101　
大
隅　

正
八
幡　
　
河
内　

金
毘
羅　
　
（
ナ
シ
）
鬼
身
賣　
　
唐　

瑠
璃
鳥

102　
大
和　

桂
子
（
右
に
「
○
三
山
ノ
事
」）　　
唐　

郭
巨　
　
（
ナ
シ
）
○
範

頼　
　
山
城　

篁

103　
摂
津　

津
守　
　
信
濃　

富
樫　
　
越
前　

砥
波　
　
紀
州　

十
柄ツ
カ

104　
相
模　

今
和
泉　
　
山
城　

西
岸
居
士　
　
（
ナ
シ
）
桜
之
前　
　
（
ナ
シ
）
紅

葉
仙
人

105　
（
ナ
シ
）
蝙カ
ウ

蝠モ
リ　

　
イ
セ　

星
合　
　
相
州
○
星
下　
　
大
和　

星

106　
（
右
上
方
に
朱
で
「
明
静
」）　
イ
セ　

明
星　
　
イ
セ　

斎
宮　
　
摂
津　

乙
平　
　
唐　

蘇

107　
壱
岐　

御
湯
立　
　
ス
ル
カ　

六
本
松　
　
唐　

育
王
山　
　
同　

清
石
山

108　
三
河　

八
橋　
　
山
城　

戻
橋　
　
（
ナ
シ
）
髻
モ
ト
ヽ
リ塚　

　
近
江　

伊イ
フ
キ吹                                                      

」
第
六
紙

　
109　
（
ナ
シ
）
姥
竹　
　
（
ナ
シ
）
に
せ
菊　
　
大
和　

躑
躅
岡　
　
周
防　

平
家
桜

110　
山
城　

よ
る
へ
の
水　
　
同　

醍
醐　
　
越
後　

礒
嶋　
　
摂
津　

兵
庫
築

嶋
（
＊
下
書
は
墨
滅
、
貼
紙
訂
正
）

111　
（
ナ
シ
）
和
光　
　
近
江
○
衣キ
ヌ

か
つ
き
巴
（
右
に
「
と
も
へ
ノ
事
也
」）　　

摂
津
○
草
刈
敦
盛
（
右
に
「
敦
盛
ノ
事
也
」）　　
（
ナ
シ
）
貞
盛

112　
上
野　

浅
沼　
　
大
和
○
雪
葛
城
（
右
に
「
葛
城
ノ
事
也
」）　　
山
州　

弓ユ

継キ　
　
和
州　

高
天

113　
シ
ナ
ノ
○
伏
屋
（
右
に
「
木
賊
ノ
事
也
」）　　
山
城　

後
撰
集
（
右
に
「
二

柱
」）　　
同　

桜
姫　
　
肥
前
○
佐
夜
姫
（
右
に
「
松
浦
鏡
ノ
事
」）

114   

和
州　

行
基　
　
（
ナ
シ
）
有
政　
　
唐
○
始
皇
（
右
に
「
咸
陽
宮
」）　　

相
州　

安
達
静

115　
和
州　

八
重
桜　
　
山
州　

桜
狩　
　
山
州　
　

翁
草
（
右
に
「
花
軍
」）　

　
ス
ル
カ　

清
見
ヵ
原

116　
ヒ
ゼ
ン　

あ
そ
山　
　
（
ナ
シ
）
式
嶋　
　
ス
ル
カ　

浮
嶋　
　
佐
渡　

佐
渡
ヵ

嶋

117　
シ
ナ
ノ　

雪
ノ
翁
ナ　
　
奥
州　

秀
衡　
　
江
州　

秀
郷　
　
山
州　

氏
清（
右

に
「
小
林
ノ
事
」）

118　
（
ナ
シ
）逆
罪　
　
（
ナ
シ
）流
曲　
　
唐
○
禁
足（
右
に「
三
笑
ノ
事
」）　　
（
ナ

シ
）
そ
ひ
ぶ
し

119　
（
ナ
シ
）
志
水　
　
ハ
リ
マ　

二
木
か
尾　
　
常
州　

小ヲ

山ヤ
マ　

　
（
ナ
シ
）
箱
山

お
ろ
し
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120　
大
和
○
棹
姫
（
右
に
「
佐
保
山
ノ
事
」）　　
肥
前
○
松
浦
姫
（
右
に
「
前

ニ
有
」、
左
に
「
鏡
ノ
事
」）　　
山
州　

こ
し
姫　
　
大
和
○
立
田
姫
（
右

に
「
事
也
」）

121　
越
後　

礒
山　
　
（
ナ
シ
）
恋
鈴
木　
　
（
ナ
シ
）
遊
行
桜　
　
山
州
○
八
幡
弓

（
右
に
「
弓
八
幡
ノ
事
」）

122　
大
和　

勧
学
院　
　
相
州　

ゆ
つ
る
き　
　
（
ナ
シ
）
村
雲　
　
（
ナ
シ
）
村
方

123　
山
城　

お
は
ら
木（
右
に「
皷
ノ
方
ノ
謡
也
」）　　
奥
州　

吉
次　
　
（
ナ
シ
）

光
季ス
ヘ　

　
相
州　

公
任

124　
山
城　

清
瀧
（
右
に
「
時
」）
田
村　
　
（
ナ
シ
）
葵
ア
ヲ
ヒ
ト
モ
ヱ
巴
（
左
に
「
太
刀
堀

ノ
事
也
」）　　
（
ナ
シ
）
姫
小
松　
　
　
山
城　

梅
花   

125　
越
後　

有
乳
山　
　
尾
張　

熱
田　
　
（
ナ
シ
）
水
潜ク
ヽ
リ

　
　
加
州　

安
達
藤
栄  

」
第
七
紙

126　
（
ナ
シ
）
瀧
不
動　
　
江
州
○
鳴
不
動　
　
（
ナ
シ
）
七
不
動　
　
（
ナ
シ
）
不
動

国
行

127　
奥
州　

大
熊　
　
（
ナ
シ
）
ち
つ
（
右
に
「
か
」）
と
ら
（
右
に
「
う
」）（
右

に
「
前
ニ
有
」）　　
（
ナ
シ
）
秩チ
ヽ

父フ　
　
讃
州　

壇
浦

128　
上
野　

飯
沼　
　
薩
摩　

高
良
山　
　
奥
州　

高
舘　
　
美
濃　

垂
井

129　
山
城　

馬
争　
　
（
ナ
シ
）
扇
開　
　
江
州　

神
（
右
に
「
袖
」）
惜
ミ　
　
山

城　

片
輪
車

130　
唐　

陶
淵
明　
　
（
ナ
シ
）
忠
光　
　
（
ナ
シ
）
高
光　
　
（
ナ
シ
）
武タ
ケ

利ト
シ

131　
山
城
○
短
冊
忠
度
（
右
に
「
忠
則
ノ
事
也
」）　　
相
州　

高
綱　
　
近
江
○

法
性
坊
（
右
に
「
菅
相
亟
ノ
事
」）　　
唐　

百
代
王
（
右
下
に
「
前
ニ

有　

王
代
記
ノ
事
」）

132　
（
ナ
シ
）
花
三
衣　
　
（
ナ
シ
）
千
代
鶴ツ
ル　

　
山
城　

あ
や
め　
　
（
ナ
シ
）
二
葉

133　
山
城　

堀
河
夜
討
（
右
に
「
正
尊
ノ
事
」）　　
大
和　

御
声
か
嶽　
　
伊
豆

　

箱
根　
　
山
城　

六
道

134　
同　

竹
取
山　
　
（
ナ
シ
）
深
山　
　
（
ナ
シ
）
池
水　
　
（
ナ
シ
）
礒
崎

135　
備
前　

戸
板　
　
紀
州　

高
樓　
　
相
州　

箱
三　
　
阿
波　

鳴
戸

136　
大
和　

吉
野
忠
信
（
右
に
「
前
ニ
有
」）　　
同　

吉
野
貫
之　
　
伊
勢　

七
子　
　
（
ナ
シ
）
な
か
は
る

137　
唐　

御
悩
楊
貴
妃
（
右
に
「
皇
帝
ノ
事
」）　　
同　

き
ん
た
ん
ち
ん　

　
同　

燈
臺
鬼

138　
（
ナ
シ
）
そ
さ
（
右
に
「
楚
作
」）
桜　
　
（
ナ
シ
）
渚
桜　
　
河
内　

楠
桜
（
右

に
「
前
ニ
有
」）　　
（
ナ
シ
）
鳴
桜
（
＊
貼
紙
訂
正
）

139　
備
後　

鞆
源
左
衛
門　
　
（
ナ
シ
）
菊
光
麿　
　
山
州　

鞍
馬
判
官

140　
（
ナ
シ
）
朝
忠　
　
武
蔵　

熊
谷　
　
紀
州　

平
山　
　
紀
州　

兼
房」

第
八
紙

141　
大
和　

二
本
杦　
　
伊
勢　

五
十
鈴　
　
江
州　

三
井
ノ
水　
　
和
州　

二

人
墳

142　
出
羽　

羽
黒　
　
信
濃　

浅
間　
　
（
ナ
シ
）
黒
坂　
　
伊
豆　

三
嶋

143　
（
ナ
シ
）
鞭
文
字　
　
山
州　

駒
競　
　
（
ナ
シ
）
○
笈
渡
し（
右
に「
さ
が
し
」、

そ
の
右
に
「
刀
ノ
事
也
」）　　
（
ナ
シ
）
稲
苅

144　
唐　

燓
噲　
　
同　

た
ん
た
ん　
　
同　

老
子　
　
同　

白
大
王

145　
近
江　

と
も
へ
松　
　
奥
州　

姉
は
の
松　
　
（
ナ
シ
）
礒
松　
　
紀
州　

み

る
へ
の
松
原

」
第
九
紙
（
第
一
〇
紙
に
わ
た
る
）

146　
山
州　

籠
破　
　
同　

鬚ヒ
ケ

伐キ
リ　

　
（
ナ
シ
）
足
た
て　
　
相
州
○
形
見
送
（
右

に
「
夜
討
曽
我
ノ
事
也
」）
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147　
石
州　

中
山　
　
（
ナ
シ
）
浦
山　
　
（
ナ
シ
）
ち
か
山　
　
（
ナ
シ
）
足
山

148　
大
和　

轟
橋　
　
江
州　

唐
崎　
　
（
ナ
シ
）鳫
嶋（
右
に「
前
ニ
有
」）　　
（
ナ

シ
）
玉
鉾

149　
長
門
○
早
友
（
右
に
「
和
布
刈
ノ
事　

前
ニ
有
」）　　
摂
津　

名
取
（
左

下
に
朱
で
「
護
法
カ
」）　　
山
州　

橋
本　
　
伯
耆　

大
山

150　
唐　

靏
西
王
母　
　
越
前　

靏
村
鴨　
　
摂
津　

住
吉
蛙
（
右
に
「
前
ニ

有
」）（「
住
吉
」
を
朱
で
ミ
セ
ケ
チ
後
、
曲
名
を
線
で
ミ
セ
ケ
チ
）　
　
三
河　

鴛

」
第
一
〇
紙
（
第
十
一
紙
に
わ
た
る
）

151　
山
州　

佛
御
前
（
左
に
朱
で
「
仏
原
カ
」、
右
に
は
「
前
ニ
有　

キ
ワ
ウ

ノ
事
也
」）　　
山
州　

沙
那
王
（
右
に
「
く
ら
ま
天
狗
ノ
事
」）　　
唐　

費
長
房　
　
天
竺　

婆
藪
天

152　
奥
州　

小
車　
　
江
州　

雪
月
花　
　
（
ナ
シ
）
昔
千
手　
　
（
ナ
シ
）
桜
恋

153　
筑
前　

仲
麿　
　
（
ナ
シ
）
惟コ
レ

治ハ
ル　

　
大
和　

良
峯　
　
相
州　

梶
原

154　
和
州　

龍
門
寺　
　
上
野　

利
根
河　
　
山
城　

栂
尾　
　
和
州　

天
野
香

久
山

155　
（
ナ
シ
）
花
家　
　
（
ナ
シ
）
花
加カ
ツ
キ奇　

（
ナ
シ
）
清
光　
　
（
ナ
シ
）
湯
谷
立
合

156　
若
狭　

若
狭
姫　
　
雲
州　

耀
姫　
　
筑
前　

衣
通
姫　
　
（
ナ
シ
）
姫
鏡
（
右

に
朱
で
「
松
浦
鏡
カ　

松
山
鏡
カ
」）

157　
山
州　

常
盤　
　
三
河　

山
中
常
盤　
　
（
ナ
シ
）
惟
政　
　
摂
津　

次
信

158　
（
ナ
シ
）
夫
ヨ火
星　
　
天
竺　

普
賢　
　
大
和　

役
行
者　
　
紀
伊　

行
山
伏

159　
肥
前　

和
泉
式
部　
　
相
州　

御
前
静　
　
（
ナ
シ
）
河
野　
　
和
州　

飛
騨

工

160　
播
磨　

ほ
の
／
＼
と
明
石
浦　
　
三
河
○
薬
師　
　
（
ナ
シ
）北
野（
右
に「
前

ニ
有
」）　　
（
ナ
シ
）
金
山
寺

161　
イ
セ　

鏡
御ミ

裳モ

濯ス
ソ　

　
紀
州　

千
里
濱　
　
山
州　

千
本　
　
丹
州　
　

水

江

162　
（
ナ
シ
）
た
ち
柳　
　
天
竺　

金
菊　
　
大
和　

龍
田
紅
葉　
　
大
和　

真マ

菰コ
モ

163　
（
ナ
シ
）
横
山
ち
う
ざ
ん　
　
（
ナ
シ
）
盛
永　
　
山
州　

四
位
少
将　
　
（
ナ
シ
）

朝ト
モ

成ナ
リ 

」
第
一
一
紙

164　
山
州　

水
無
月
祓　
　
紀
州　

高
野
巻　
　
摂
津　

初
風　
　
播
州　

師
範

165　
（
ナ
シ
）
邂
逅
山　
　
伊
豆　

石
橋
山　
　
大
和　

伊
駒
山　
　
駿
河　

三
保

ノ
山

166　
摂
津
○
須
磨
市
人（
右
に「
松
虫
ノ
事
」）　　
山
州　

内
野
合
戦（
右
に「
小

林
ノ
事　

前
ニ
有
」）　　
信
濃　

高
梨　
　
雲
州　

湊
入

167　
越
中　

地
獄
廻
リ　
　
河
内
○
河
内
通
ヒ
（
右
に
「
高
安
」）　　
紀
伊　

追

掛
鈴
木　
　
相
州
○
御
前
（
＊
ミ
セ
ケ
チ
の
上
か
ら
朱
で
丸
囲
み
）
鈴
木

168　
江
州　

さ
ら
し
源
氏　
　
山
州　

源
氏
夕
顔
（
右
に
「
夕
顔
ノ
事
也
」）　

　
常
州　

鹿
嶋　
　
山
城　

御
調　

169　
（
ナ
シ
）
雪
の
陰　
　
伊
賀　

た
れ
そ
の
森　
　
三
河　

矢
矧ハ
ギ　

　
相
州　

く

か
み
（
右
に
「
禅
師
曽
我
ノ
事
也
」）

170　
（
ナ
シ
）
し
は
舟　
　
山
城　

侍
従　
　
（
ナ
シ
）
待
宵
小
侍
従　
　
山
城　

小

侍
従

171　
讃
岐　

八
嶋
（
右
に
「
熊
手
」）
判
官　
　
播
州　

人
丸　
　
近
江　

浄
妙

　
　
唐　

平
戸
真
覚　
　

172　
（
ナ
シ
）
親チ
カ

衡ヒ
ラ　

　
（
ナ
シ
）
城
太
郎　
　
（
ナ
シ
）
恒
房　
　
山
州　

矢
倉
忠
度

173　
（
ナ
シ
）
篠
栗　
　
遠
州　

濱
名　
　
摂
州　

篠
田　
　
佐
渡　

佐
渡
御
崎

174　
紀
州　

藤
代
峠　
　
河
内　

天
野　
　
紀
州　

御
池
寺　
　
出
羽　

黒
川
遊
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年

175　
唐　

風
俗
哥　
　
同　

輪
塔　
　
美
濃　

高
荷　
　
駿
河　

冨
士
巻
狩

176　
紀
州　

粉
川
鬼　
　
山
城　

財
く
ら
べ　
　
（
ナ
シ
）
沾ヌ
レ

鷺サ
キ

（
左
下
に
「
狂

言
方
ニ
有
」）　　
（
ナ
シ
）
と
ん
ゑ
ん
と
う
桜

177　
天
竺　

撞
鐘　
　
同　

七
夕　
　
（
ナ
シ
）
袴
着　
　
唐　

菊
水

178　
摂
津　

逆
櫓　
　
大
和　

鈴
掛　
　
（
ナ
シ
）
宝
塔　
　
（
ナ
シ
）
金
花
ノ
門

179　
和
州　

仏
猟
師　
　
丹
波　

三
井
寺
禅
師　
　
唐　

重
花　
　
同　

孟
嘗
君

」
第
一
二
紙

180　
（
ナ
シ
）
ふ
つ
と
う
山　
　
肥
後　

あ
そ
山　
　
筑
後　

彦
山　
　
天
竺　

ま

れ
い
山

181　
山
州　

桐
ノ
小
林
（
右
に
「
前
ニ
有
」）　　
駿
河　

冨
士
颪　
　
摂
津　

住

吉
江
上　
　
同　

住
吉
少
将

182　
河
内　

楠
（
右
に
「
前
ニ
有
」）　　
唐
○
在
世
太
子
（
＊
右
に
朱
で
「
大

施
太
子　

前
ニ
ア
リ
」）　　
同　

文
武　
　
山
城　

庄
司

183　
陸
奥　

都
嶋
別　
　
山
城　

八
坂　
　
近
江　

安
土　
　
唐　

巨
（
右
に
朱

で
「
虎
」）
渓

184　
（
ナ
シ
）
朧
月　
　
（
ナ
シ
）
蟻
巻　
　
（
ナ
シ
）
沖
ノ
鱸　
　
（
ナ
シ
）
二
山
鹿

185　
大
和　

葵　
　
（
ナ
シ
）
青
葉　
　
山
城　

青
柳　
　
山
城　

柳

186　
山
城　

平
等
院　
　
同　

龍
鞍
寺　
　
（
ナ
シ
）
せ
う
と
う
ほ
う　
　
近
江　

醒
井

187　
近
江　

恋
ノ
中
川　
　
山
城
○
教
訓
（
右
に
「
内
府
」）　　
同　

教
訓
状　

　
豊
後　

ミ
ハ
お
だ
ま
き

188　
唐　

大
職
冠　
　
（
ナ
シ
）
芝
田
討　
　
（
ナ
シ
）
ね
こ
ひ
重
衡　
　
相
州　

け

ふ
り
千
手

」
第
一
三
紙

189　
山
州　

佐
々
木
判
官　
　
（
ナ
シ
）
豊
成　
　
唐　

高
祖　
　
出
雲　

神
功
皇

后

190　
出
雲　

十
羅
刹　
　
山
城
○
足
疾
鬼
（
右
に
「
舎
利
ノ
事
也
」）　　
（
ナ
シ
）

裸ハ
タ
カ
ヲ
ニ鬼　

　
唐　

宝
満
長
者

191　
山
城　

ふ
か
く
さ　
　
丹
波　

糸
く
り　
　
大
和　

二
上　
　
山
城　

浄
土

寺
閣

192　
尾
張　

野
間　
　
山
城　

り
ん
と
う　
　
越
後　

九
景
浦　
　
大
和　

や
し

ほ
の
岡

193　
天
竺　

法
華
経　
　
山
城　

御
菩
薩
池　
　
（
ナ
シ
）
石
菖　
　
伊
勢　

石
鏡

194　
（
ナ
シ
）
か
た
木
錦
木　
　
伊
勢　

か
こ
絵
馬　
　
大
和　

布
智　
　
唐　

布

袋

195　
山
城　

大
黒　
　
河
内　

三
人
孝　
　
肥
前　

大
国
退
治　
　
（
ナ
シ
）
古
今

假
名
序

　
　
　
　

正
徳
四
年
八
月
十
三
日
書

」
第
一
四
紙
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